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活を余儀なくされたが，2005年２月に４年５カ月
ぶりに避難指示が解除された。
○2000年噴火の推移と活動評価
（噴火準備過程の把握）
　1983年噴火後に水準測量および GPS 観測が繰
り返され，噴火に伴い沈降した三宅島南西部を中
心とする隆起・膨張が継続していること，すなわ
ちマグマの蓄積が進行していることが初めて明瞭
に捉えられた。また，全島をカバーする全磁力観
測網により，1996年後半から，山頂南山腹の地下
浅部における温度上昇も検知されていた。これら
は三宅島火山2000年噴火の準備過程を捉えたもの
であるが，噴火活動を事前に予測するには至らな
かった。
（前兆地震から三宅島西方へのマグマ貫入）
　2000年６月26日に開始した火山活動の初期には，
震源や地殻変動発生源の追跡によって，マグマが
三宅島の地下深部から南山腹に向けて上昇し，そ
の後，27日にかけて西北西方向に移動したことが
捉えられた。27日には西海岸の沖合で変色水が観
測され，海底で小規模な噴火が発生したと解釈さ
れた。また，島内の地震活動と地殻変動も低下し，
島内および周辺海域で噴火の発生する可能性はほ
とんどなくなったとの噴火予知連絡会見解が29日
に発表され，三宅島南部地域からの避難が解除さ
れた。
（山頂陥没とマグマ水蒸気爆発）
　７月４日頃から発生し始めていた山頂直下の浅

○火山の特徴
　三宅島は富士山から伊豆・マリアナ諸島へと連
なる火山列の一環をなす火山島で，直径８㎞のほ
ぼ円形の主に玄武岩からなる成層火山である。同
じ火山列の富士山や伊豆大島と並んで，主に玄武
岩質スコリアや溶岩を噴出する。頂上部に直径約
3.5㎞のカルデラがあり，その内側には2000年噴
火により生じた直径1.6㎞のカルデラがある。山
頂部の火口のほか，山腹に割れ目噴火による側火
口が多く，海岸近くにはマグマ水蒸気爆発による
爆裂火口が多数ある。
○噴火の歴史
　約2500年前の八丁平噴火で山頂にカルデラが形
成された。この噴火以降12世紀後半までは，八丁
平カルデラを埋める噴火が続き，山腹噴火も発生
した。その後，15世紀後半までの約300年間は噴
火がなかったが，1469年の噴火以降1983年までに
山腹割れ目噴火が数十年ごとに繰り返し，12回発
生した。これらの噴火は爆発性が低く，火山災害
としては溶岩流によるものが主であった。
　1983年噴火では，南西山腹に生じた割れ目火口
列から噴出した溶岩が流下し，南南西に流れたも
のは海中に達した。西方に流れたものは阿古地区
の住家を埋没し，海岸近くで止まった。
　2000年６月に始まった噴火活動では，山頂噴火
が発生するとともに陥没カルデラを形成した。さ
らに，噴火活動停止後も火山ガス（二酸化硫黄ガ
ス）の大量放出が続き，全島民が島外での避難生
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東京都および三宅村の災害対策本部は廃止された。
　７月８日以降のカルデラ陥没の進行と山頂爆発
の続発に対して，三宅村災害対策本部は再設置さ
れ，度重なる避難等の防災対応が実施された。し
かし，東京都災害対策本部は８月29日の山頂爆発
と低温火砕流発生後まで再設置されなかった。こ
の間の火山活動の推移に対しては，火山情報の発
信と防災対応の両方とも火山現象の後追いとなっ
たが，人的被害が無かったことは幸運であった。
◯最近の活動と防災対策
　三宅島の火山活動については，気象庁，国土地
理院，防災科学技術研究所，産業技術総合研究所，
東京大学地震研究所などが監視観測と火山噴火予
知研究のための観測調査を行っている。二酸化硫
黄ガス放出量は2000年末に約８万トン／日であっ
たが，2013年末には数百トン／日程度にまで減少
してきている。GPS による地殻変動観測によって，
山体浅部の収縮を示す地殻変動が徐々に小さくな
る一方，深部の膨張を示す地殻変動が続いている
ことが分かっている。
　2008年には気象庁により「噴火警戒レベル」が
導入された。現在，三宅島火山の警戒レベルは２

（火口周辺規制）であるが，今後活動が活発化し
た場合には，レベルに対応した入山規制や避難が
実施されることになる。

い地震が８日にさらに増加し，昼頃から微動も次
第に大きくなり，夕方山頂で小噴火が発生した。
翌９日午前の現地調査により，山頂カルデラ内に
大きな陥没孔が確認された。この現象については，
活動初期のマグマの西方海域への貫入移動により
地下に空隙が生じ，カルデラ底が陥没したものと
解釈されたが，事後に実施された全磁力および重
力観測データの解析結果もそれを支持するもので
あった。
　その後，山頂カルデラ陥没の進行に伴い，繰り
返し水蒸気／マグマ水蒸気爆発が発生した。地殻
変動や重力観測結果から判断して，マグマは地下
に下降していると思われるのに，山頂カルデラか
らの噴火活動は激しさを増し，８月18日の最大噴
火が発生し，29日には火砕流もどきの現象まで発
生した。このため，迅速な防災対応に役立つ情報
が現象発生前に発信されなかった。この原因とし
て，噴火予知（火山学）研究と監視体制の両面に
おける不十分さがあったと思われる。大規模なマ
グマ水蒸気爆発の事例やメカニズムに対する認識
を十分に持っていれば，７月８日以降に大規模な
陥没が進行していた時点で，事前に大規模な水蒸
気爆発／マグマ水蒸気爆発の危険性を指摘できて
いたかもしれない。
（大量脱ガス）
　８月18日最大噴火前後の地殻変動，重力，火山
ガス等の観測データからは，皮肉なことに，マグ
マは噴火後に本格的に山頂火道を上昇開始したこ
とが示唆された。９月以降現在まで継続している
大量脱ガスは，火道内のマグマ対流によって維持
されていると理解されているが，火山ガス供給源
の詳細が分かっていないため，今後の推移を定量
的に予測することは難しい。
◯2000年噴火における火山情報と防災対応
　2000年６月26日に，火山活動開始と噴火の可能
性を告げる火山噴火予知連絡会伊豆部会コメント
が気象庁から緊急火山情報として発信され，これ
を受けて，三宅村および東京都に災害対策本部が
設置され，迅速な防災対応がとられた。その後，
伊豆部会の６月29日の活動終息コメントを受けて，

三宅島の砂防

　三宅島では2000年（平成12年）６月から断続的な
山頂噴火や火口陥没，火山灰や火山ガスなどの火山
活動が活発化し，火砕流が発生した。降灰は全島に
及び，その後の降雨により泥流・土石流がいたると
ころで発生した。噴火による降灰の堆積や泥流等の
発生状況を踏まえ，砂防堰堤等の整備による泥流・
土石流対策が実施され，平成24年度末で59基の砂防
堰堤が整備されている。また，2012年（平成24年）
３月に三宅島防災マップが作成され，住民に配布さ
れている。これらに加え，噴火時の緊急的なハー
ド・ソフト対策を迅速に行うための火山噴火緊急減
災対策砂防計画の検討を平成25年度から行う予定で
ある。
 （国土交通省砂防部）


